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序
　
都
の
姫
君
を
妻
に
迎
え
、
黄
金
の
価
値
を
教
え
ら
れ
た
貧
し
い
炭
焼
き
が
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
大
金
持
ち
と
な
る 
―
こ
の
い
わ
ゆ
る
〈
炭
焼
長
者
〉
の
昔
話
は
全
国
的
に
広
く
分
布
す
る
。
な
か
で
も
、
東
北
地
方
に
お
い
て
は
源
義
経
伝
説
の
金
売
り
吉
次
と
結
び
つ
く
形
で
独
自
な
展
開
（
い
わ
ゆ
る
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
）
を
示
し
て
も
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
柳
田
国
男
が
大
筋
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
個
別
的
な
問
題
に
関
し
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
、
柳
田
が
見
た
可
能
性
の
高
い
資
料
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
を
山
形
大
学
附
属
博
物
館
の
収
蔵
品
の
な
か
か
ら
見
出
し
た
の
で
、
そ
の
紹
介
を
か
ね
な
が
ら
山
形
市
上
宝
沢
に
鎮
座
す
る
住
吉
神
社
の
縁
起
と
し
て
語
ら
れ
る
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
を
再
検
討
の
俎
上
に
の
ぼ
せ
て
み
た
い
。「
炭
焼
藤
太
」
の
名
前
(
)
だ
け
は
、
横
川
啓
太
郎
『
唐
松
観
音
と
そ
の
周
辺
』（
昭
和
五
十
五
年 
一
九
八
〇 
）
に
引
用
さ
れ
た
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
願
書
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
候
事
」
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
山
形
市
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
の
ま
と
ま
っ
た
形
態
の
資
料
と
し
て
、
現
段
階
で
は
こ
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
※
な
お
本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
五
日
に
大
谷
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
で
の
口
頭
発
表
「
炭
焼
藤
太
の
旅
」
の
各
論
を
構
成
す
る
も
の
の
一
部
で
、
今
回
、
当
該
部
分
だ
け
想
を
新
た
に
改
稿
し
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
東
北
地
方
全
体
の
〈
炭
焼
長
者
〉
譚
を
扱
っ
た
「
炭
焼
藤
太
の
旅
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
日
い
ず
れ
別
途
に
活
字
化
す
る
予
定
で
い
る
。
一
　
ま
ず
は
と
も
あ
れ
、〈
炭
焼
長
者
〉
譚
を
昔
話
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
せ
た
柳
田
国
男
が
、
こ
の
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
を
最
初
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
左
に
、
有
名
な
「
炭
焼
小
五
郎
が
事
」（『
海
南
小
記
』
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
））
か
ら
関
係
記
事
を
抜
粋
す
る
。
東
日
本
へ
進
む
ほ
ど
づ

、
金
売
吉
次
が
突
進
し
て
、
炭
焼
の
藤
太
と
接
近
せ
ん
と
す
る
。
就
中
羽
前
村
山
郡
の
宝
沢
と
、
岩
代
信
夫
郡
の
平
沢
と
に
は
、
共
に
炭
焼
の
藤
太
が
住
ん
で
居
た
遺
跡
が
あ
っ
て
、
水
鳥
に
向
っ
て
小
判
を
打
付
け
た
と
云
ふ
池
も
、
双
方
と
も
に
ち
ゃ
ん
と
在
り
、
更
に
縁
あ
っ
て
遠
国
か
ら
来
た
花
嫁
の
忠
言
に
由
り
、
後
に
無
量
の
黄
金
を
得
た
と
き
に
は
、
何
れ
も
此
山
形
市
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
― 
山
形
大
学
附
属
博
物
館
蔵
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
の
紹
介
を
か
ね
て 
―
 
菊
地 
仁
（
文
化
シ
ス
テ
ム
専
攻
ア
ジ
ア
文
化
領
域
担
当
）
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山形市宝沢の〈炭焼藤太〉伝説 ―― 菊地
の
水
を
以
て
之
を
洗
っ
た
や
う
に
伝
へ
て
い
る
。
吉
次　
吉
内　
吉
六
三
兄
弟
の
金
売
は
、
即
ち
藤
太
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
単
に
父
の
幸
運
を
以
て
授
か
っ
た
も
の
を
、
都
へ
運
ん
で
居
た
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
も
、
二
処
同
様
の
口
碑
で
あ
る
上
に
、
記
念
と
し
て
今
日
に
残
る
も
の
に
、
福
島
に
在
っ
て
は
隣
村
石
那
坂
の
吉
次
宮
あ
り
、
山
形
の
吉
事
の
宮
は
、
後
に
両
所
宮
と
改
称
し
て
、
鳥
海
月
山
の
二
霊
山
を
奉
祀
す
と
謂
ふ
も
尚
且
つ
義
経
が
願
を
受
け
て
、
吉
次
信
高
之
を
再
建
す
と
語
り
伝
え
る
の
で
あ
る
。
　
中
途
半
端
な
引
用
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
だ
け
で
も
、
価
値
を
知
ら
ず
に
「
水
鳥
に
向
っ
て
小
判
を
打
付
け
た
」
男
が
「
遠
国
か
ら
来
た
花
嫁
の
忠
言
」
で
身
近
の
黄
金
に
気
づ
き
大
金
持
ち
に
な
っ
た
、
と
い
う
〈
炭
焼
長
者
〉
譚
の
骨
格
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
で
は
「
羽
前
村
山
郡
の
宝
沢
と
、
岩
代
信
夫
郡
の
平
沢
」
と
の
類
縁 
―
「
炭
焼
の
藤
太
が
住
ん
で
居
た
遺
跡
」、「
水
鳥
に
向
っ
て
小
判
を
打
付
け
た
と
云
ふ
池
」、「
吉
次　
吉
内　
吉
六
三
兄
弟
」、「
石
那
坂
の
吉
次
宮
」
と
「
山
形
の
吉
事
の
宮
」
― 
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
炭
焼
小
五
郎
が
事
」
に
示
さ
れ
た
見
解
は
、
柳
田
に
取
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
彼
自
身
の
ち
に
〈
炭
焼
長
者
〉
を
説
明
す
る
時
は
必
ず
「
海
南
小
記
」
に
ふ
れ
て
い
る
（『
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
「
炭
焼
長
者
」、『
大
百
科
事
典
』
の
「
ス
ミ
ヤ
キ
チ
ョ
ー
ジ
ャ
」、『
笑
の
本
願
』
の
「
吉
右
会
記
事
」）。
た
だ
し
、
こ
の
情
報
か
ら
だ
け
で
は
柳
田
が
ど
ん
な
取
材
源
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
記
事
を
書
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
謎
を
解
く
カ
ギ
は
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
炭
焼
長
者
譚
」
に
あ
る
。
次
に
、
そ
の
連
載
第
二
回
目
（
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
引
用
す
る
。
羽
前
の
山
形
で
は
、
藤
太
は
勿
論
此
地
の
人
だ
と
思
っ
て
居
た
。
南
村
山
郡
の
宝
沢
村
に
石
宝
山
藤
太
寺
が
あ
っ
て
金
売
吉
次
の
父
炭
焼
藤
太
を
神
と
祀
っ
た
住
吉
神
社
の
別
当
で
あ
る
。
出
羽
風
土
略
記
に
も
大
略
は
記
し
て
居
る
が
、
自
分
は
五
十
嵐
清
蔵
君
か
ら
、
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
之
に
依
れ
ば
藤
太
は
生
国
は
知
ら
ぬ
が
、
年
久
し
く
宝
沢
の
山
家
に
住
み
、
炭
を
焼
い
て
渡
世
と
す
る
者
で
あ
っ
た
。
天
仁
二
年
と
云
ふ
年
に
、
都
の
藤
原
氏
の
女
中
将
姫
、
清
水
観
音
の
夢
の
御
告
に
由
っ
て
遙
々
と
下
り
た
ま
ひ
、
我
身
は
今
日
よ
り
は
君
の
妻
な
り
と
申
さ
る
ゝ
。
藤
太
大
に
仰
天
し
て
朝
夕
の
煙
も
絶
々
な
る
賤
が
屋
に
迎
へ
入
れ
る
と
、
先
は
米
を
求
め
た
ま
へ
と
一
枚
の
黄
金
を
渡
さ
れ
た
。
藤
太
は
之
を
持
っ
て
市
へ
行
く
途
で
、
国
分
寺
の
薬
師
の
傍
の
池
に
、
鴻
と
云
ふ
水
鳥
の
多
く
下
り
て
居
る
の
を
見
て
、
件
の
金
を
以
て
礫
に
打
つ
と
、
鴻
は
飛
び
小
判
は
池
に
落
ち
、
手
を
空
し
く
し
て
還
っ
て
来
た
。
あ
れ
は
黄
金
と
て
三
国
一
の
宝
な
り
と
、
姫
が
惜
み
た
ま
ふ
を
聞
い
て
藤
太
、
あ
の
光
る
石
な
ら
ば
我
山
屋
敷
で
、
藁
打
つ
石
ま
で
皆
そ
れ
だ
と
。
二
人
で
夫
か
ら
大
に
拾
ひ
集
め
、
や
が
て
吉
次
、
吉
六
、
吉
内
と
云
ふ
三
人
の
生
れ
る
頃
に
は
、
も
う
大
変
な
長
者
に
為
っ
て
居
た
。
吉
次
等
は
只
此
金
を
売
っ
て
、都
で
も
有
名
な
商
人
に
為
っ
た
の
だ
。中
将
姫
実
は
観
音
の
御
化
身
で
あ
っ
て
、
死
後
に
之
を
崇
め
て
堂
を
建
て
、
藤
太
は
則
ち
住
吉
明
神
と
斎
か
れ
、
之
に
仕
へ
た
寺
の
名
も
、
藁
打
つ
石
に
か
た
ど
っ
て
石
宝
山
と
称
へ
た
云
々
。
　
こ
こ
に
は
、
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
を
考
え
る
う
え
で
い
く
つ
か
重
要
な
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
何
と
言
っ
て
も
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
柳
田
国
男
が
根
拠
と
し
た
文
献
資
料 
―
「
出
羽
風
土
略
記
」「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
― 
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
詳
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
最
初
に
「
出
羽
風
土
略
記
」
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
二
　
柳
田
国
男
が
「
炭
焼
長
者
譚
」
で
言
及
し
た
「
出
羽
風
土
略
記
」
と
は
、
正
確
に
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は
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』（
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
））
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
出
羽
風
土
略
記
」
は
本
来
、
出
羽
国
飽
海
郡
の
大
物
忌
神
社
の
神
官
、
進
藤
重
記
が
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
編
纂
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
十
巻
の
う
ち
村
山
地
方
に
関
す
る
記
事
を
山
形
両
所
宮
の
神
職
、
里
見
光
當
の
説
を
も
と
に
、
そ
の
弟
子
の
平
田
一
元
が
大
幅
に
増
補
し
て
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
が
成
立
し
た
。
具
体
的
に
は
、『
出
羽
国
風
土
略
記
』
巻
十
の
部
分
を
「 
補
」（
補
足
）
し
て
上
・
中
・
下
に
分
っ
て
い
る
。
次
の
引
用
は
そ
の
中
か
ら
十
・
中
「
住
吉
明
神
」
で
あ
る
（『
山
形
市
史
編
纂
資
料
』
に
よ
る
、
た
だ
し
割
り
注
は
〈　
〉
で
開
い
た
）。
重
記
云
、
山
形
城
東
宝
沢
村
に
有
、
祭
神
金
売
吉
治
か
父
藤
太
と
云
し
翁
な
り
と
云
ふ
、
信
高
は
此
所
の
産
に
し
て
、
于
今
子
孫
有
、
別
当
を
石
宝
山
吉
蔵
坊
と
云
、
慶
安
以
来
御
朱
印
を
頂
戴
す
、
毎
年
五
月
五
日
吉
蔵
坊

両
所
宮
へ
五
種
供
物
、
流
鏑
馬
の
的
板
を
献
す
、
信
高
修
造
以
来
の
例
と
ぞ　
 
補
云
、 
當
光 
マ
マ
翁
曰
、
上
宝
沢
村
に
あ
り
、
土
人
云
、
金
売
吉
治
か
父
炭
焼
藤
太
と
云
ふ
翁
を
祭
り
て
、
住
吉
明
神
と
称
せ
し
と
ぞ
、
別
当
吉
蔵
坊
と
云
ふ
修
験
也
、
御
朱
印
之
願
書
に
は
兵
部
と
有
、
即
藤
太
か
子
孫
に
て
、
居
屋
敷
は
藤
太

代
々
住
居
の
地
に
て
、
院
内
に
は
藤
太
か
藁
打
石
と
云
ふ
な
と
今
に
有
、
三
条
の
金
商
人
吉
治
ハ
、
此
所
の
産
也
と
そ
、
往
古
此
所
よ
り
あ
ら
か
ね
の
黄
金
多
く
出
た
り
〈
此
故
に
此
所
を
宝
沢
村
と
云
ふ
と
そ
〉、
藤
太
か
子
吉
治
・
吉
内
・
吉
六
迚
兄
弟
三
人
〈
吉
治
信
高
ハ
義
経
の
臣
下
と
成
、
堀
野
弥
太
郎
と
改
名
せ
し
と
そ
、
奥
州
白
坂
の
駅
皮
籠
村
と
て
、
吉
治
兄
弟
盗
賊
の
為
に
討
れ
し
所
な
り
迚
、
小
松
原
に
石
塔
有
、
吉
治
が
盗
賊
に
金
取
れ
し
橋
成
と
て
、
小
金
橋
と
云
ふ
あ
り
、
按
る
に
、
是
は
吉
治
の
弟
吉
内
云
に
や
〉、
京
都
へ
金
売
買
に
出
、
三
条
に
宅
地
を
求
メ
住
居
せ
し
故
、
三
条
の
金
売
買
吉
治
と
云
ふ
由
〈
吉
治
信
高
、
義
経
を
伴
ひ
奥
州
に
下
向
の
時
、
道
中
に
て
盗
賊
熊
坂
旅
宿
に
忍
入
事
、
三
河
国 　
 
し
マ
マ
か
娘
浄
瑠
理
姫
の
事
、
世
人
知
処
也
、
此
ニ
注
セ
ス
、〉
宝
沢
村
は
山
内
に
て
、
奥
州
苅
田
嶽
の
麓
也
、
苅
田
嶽
口
に
て
宝
沢
村
と
称
せ
し
と
そ
、
吉
蔵
坊
領
地
の
山
二
石
ハ
、
最
上
義
光
朝
臣
よ
り
吉
事
の
宮
へ
的
板
山
寄
附
也
、
吉
蔵
坊
此
的
板
山
を
領
す
る
故
に
、
五
月
五
日
に
五
種
の
供
物
・
的
板
献
す
、
又
六
月
十
五
日
に
も
的
板
献
す
、
慶
安
の
頃
御
朱
印
願
書
に
は
、
吉
事
宮
社
人
の
内
に
宝
沢
村
兵
部
と
あ
り
、
　
「
重
記
云
」
と
い
う
本
体
部
に
、
さ
ら
に
「 
補
云
、 
當 
光 
翁
曰
」
と
し
て
詳
し
い
マ 
マ
注
を
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
藁
打
石
」
や
「
吉
治
・
吉
内
・
吉
六
」
な
ど
、
さ
き
の
「
炭
焼
長
者
譚
」
で
柳
田
国
男
が
述
べ
た
も
の
と
接
点
は
あ
る
も
の
の
、
藤
太
の
一
代
記
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
別
当
を
石
宝
山
吉
蔵
坊
と
云
、
慶
安
以
来
御
朱
印
を
頂
戴
す
、
毎
年
五
月
五
日
吉
蔵
坊
よ
り
両
所
宮
へ
五
種
供
物
、
流
鏑
馬
の
的
板
を
献
す
、
信
高
修
造
以
来
の
例
と
ぞ
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
と
も
つ
な
が
る
記
事
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
三
兄
弟
の
遭
難
に
つ
い
て
も
後
述
）。
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
地
誌
類
に
も
言
及
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
よ
り
早
く
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
一
夢
翁
正
敬
が
著
わ
し
た
『
山
形
石
ひ
ろ
い
』
上
に
は
、
両
所
宮
に
つ
い
て
（『
山
形
市
史
資
料
』
に
よ
る
）
往
昔
源
氏
の
御
大
将
八
幡
太
郎
義
家
、
阿
倍
貞
任
と
御
合
戦
有
之
、
十
二
年
の
御
合
戦
に
御
願
有
テ
御
利
運
成
、
御
帰 
陳 
之
節
、
鳥
海
・
月
山
弥
陀
・
薬
師
両
マ
マ
所
の
権
現
を
、
此
所
に
く
わ
ん
じ
や
う
有
し
と
承
、
其
後
此
宮
を
三
条
金
売
吉
次
信
高
と
申
者
、
又
候
建
立
致
候　
此
吉
次
ハ
、
東
の
郷
宝
沢
村
藤
太
と
申
者
の
子
に
て
候
由
、
承
り
及
候
、
此
縁
を
以
、
毎
年
六
月
十
五
日
両
所
の
宮
御
祭
礼
日
に
、
や
ふ
さ
め
の
的
板
を
、
宝
沢
村
石
宝
山
藤
太
寺
宝
蔵
坊
よ
り
持
参
い
た
し
候
由
、
宝
蔵
坊
屋
敷
に
的
板
山
と
言
山
有
之
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
下
の
上
宝
沢
の
条
に
は
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太
屋
敷
・
住
吉
大
明
神
並
観
音
堂
、
藁
打
石
有
、
苔
む
し
た
る
岩
に
、
影
の
如
く
切
付
た
る
弘
法
大
師
御
作
の
地
蔵
菩
薩
有
、
此
苔
に
て
眼
を
す
れ
は
、
眼
病
忽
治
す
る
と
云
、
的
板
山
有
、
と
も
あ
り
、
両
所
宮
の
「
流
鏑
馬
の
的
板
」
を
提
供
す
る
「
的
板
山
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
も
っ
と
も
、「
信
高
修
造
以
来
の
例
」「
此
宮
を
三
条
金
売
吉
次
信
高
と
申
者
、
又
候
建
立
致
候
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
ご
ろ
成
立
の
『
山
形
風
流
松
木
枕
』
上
に
は
（『
山
形
市
史
資
料
』
に
よ
る
）
検
非
違
使
五
位
尉
伊
予
守
源
義
経
公
、
奥
州
藤
原
ノ
秀
衡
館
ニ
入
ら
セ
給
ひ
し
時
、
村
山
郡
山
形
へ
再
興
ハ
、
三
条
の
金
を
賈
橘
治
信
高
ニ
、
武
門
吉
事
宮
再
建
仰
付
ら
れ
し
と
俗
説
也
、
依
て
吉
次
か
宮
成
り
と
申
伝
へ
候
か
、
左
ニ
あ
ら
す
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
否
定
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
さ
き
の
「
炭
焼
小
五
郎
が
事
」
に
「
義
経
が
願
を
受
け
て
、
吉
次
信
高
こ
れ
を
再
建
す
と
語
り
伝
え
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
の
に
符
合
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
十
・
上
「
両
所
宮
」
に
も
吉
事
宮
は
、
当
社
の
旧
号
に
し
て
、
武
将
源
頼
義
朝
臣
の
祝
文
に
、
国
家
太
平
武
門
吉
事
宮
と
宣
ひ
し
よ
り
起
し
旧
号
也
、
其
後
承
安
の
頃
源
義
経
朝
臣
、
金
売
吉
治
信
高
に
命
て
、
社
を
再
建
修
造
有
し
事
を
、
土
俗
吉
治
か
勧
請
と
心
得
、
或
は
吉
治
か
霊
社
抔
と
誤
り
覚
え
、
吉
治
・
吉
内
・
吉
六
兄
弟
三
人
の
社
也
と
云
伝
へ
た
る
を
聞
覚
て
、
実
事
と
思
ひ
て
吉
治
か
宮
と
書
し
と
也
、
と
見
え
、「
国
家
太
平
武
門
吉
事
宮
と
宣
ひ
し
よ
り
起
し
旧
号
」
か
ら
源
義
経
伝
説
の
な
か
の
「
金
売
吉
治
信
高
」
を
両
所
宮
が
取
り
込
み
、
さ
ら
に
や
が
て
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
と
結
び
つ
い
て
ゆ
く
様
相
の
一
斑
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
柳
田
国
男
が
言
う
よ
う
に
、主
人
公
の
名
を
藤
太
と
す
る
東
北
地
方
の〈
炭
焼
長
者
〉譚
が
、本
来
は
別
個
に
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
源
義
経
伝
説
の
金
売
り
吉
次
を
吸
収
し
な
が
ら
、
大
き
く
再
編
成
さ
れ
展
開
し
て
ゆ
く
過
程
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
宝
沢
の
〈
炭
焼
長
者
〉
譚
で
言
え
ば
、
さ
き
に
進
藤
重
記
は
「
流
鏑
馬
の
的
板
を
献
す
、
信
高
修
造
以
来
の
例
と
ぞ
」（『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
十
・
上
）
と
書
い
て
い
た
が
、
事
実
関
係
と
し
て
は
そ
の
逆
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
的
板
を
献
す
」
る
が
ゆ
え
に
、「
信
高
修
造
」
が
義
経
伝
説
の
方
か
ら
〈
炭
焼
藤
太
〉
の
側
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
月
山
鳥
海
山
両
所
宮
（
吉
事
宮
）
と
の
関
係
か
ら
、〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
に
お
け
る
住
吉
神
社
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
当
面
の
対
象
た
る
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
の
方
に
話
題
を
移
し
て
ゆ
き
た
い
。
三
　
さ
て
、
柳
田
国
男
が
紹
介
し
た
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」（「
炭
焼
長
者
譚
」
二
）
は
、「
五
十
嵐
清
蔵
君
」
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
五
十
嵐
清
蔵
君
」
と
は
山
形
出
身
の
郷
土
史
家
で
あ
り
（
一
九
七
七
〜
一
九
四
九
）、
そ
の
蔵
書
の
多
く
は
山
形
大
学
附
属
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
（
全
容
は
『
山
形
市
五
十
嵐
家
文
書
（
古
文
書
近
世
史
料
目
録
９
）』
で
知
ら
れ
る
）。
だ
が
現
在
、
そ
の
蔵
書
類
の
な
か
に
該
当
す
る
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
同
館
職
員
の
高
橋
加
津
美
氏
の
ご
示
教
に
よ
り
、
同
じ
く
山
形
大
学
附
属
博
物
館
が
所
蔵
す
る
長
井
政
太
郎
氏
の
旧
蔵
書（『
長
井
政
太
郎
収
集
文
書（
古
文
書
近
世
史
料
目
録　
）』）
14
の
な
か
に
当
該
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
長
井
政
太
郎
氏
（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
三
）
は
山
形
出
身
の
地
理
学
者
で
山
形
師
範
学
校
か
ら
山
形
大
学
教
育
学
部
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
間
に
地
元
の
多
く
の
市
町
村
史
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
一
切
不
明
だ
が
（
も
ち
ろ
ん
五
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十
嵐
・
長
井
両
氏
の
間
に
面
識
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
）、
以
下
に
も
述
べ
る
と
お
り
当
該
資
料
が
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
　
ま
ず
、
当
該
資
料
の
書
誌
的
な
概
要
か
ら
。
該
書
（
分
類
番
号　
／
①
）
は
写
本
08
（
袋
綴
・
楮
紙
）
一
冊
で
、
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
剥
離
し
て
お
り
外
題
は
不
明
、
内
題
に
は
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
と
あ
る
。
縦
十
七
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
二
・
一
セ
ン
チ
、
墨
付
き
全
九
丁
で
各
丁
、
本
文
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
六
行
書
き
（
付
訓
は
確
認
し
う
る
だ
け
で
十
五
個
所
）。
第
一
丁
の
み
は
別
筆
か（
奥
書
も
ま
た
別
人
筆
と
思
わ
れ
る
）。
序
跋
・
蔵
書
印
等
は
な
し
。
破
損
な
ど
の
た
め
判
読
不
能
個
所
が
数
字
分
ほ
ど
存
在
す
る
。
な
お
、
本
書
に
は
誰
の
手
跡
に
よ
る
も
の
か
不
明
な
が
ら
、「
山
形
縣
」
の
罫
紙
を
使
っ
た
仮
綴
の
ペ
ン
書
き
解
読
本
文
が
付
け
ら
れ
て
お
り
非
常
に
有
益
だ
が
、
読
み
誤
り
と
思
わ
れ
る
個
所
も
少
な
く
な
く
こ
こ
に
改
め
て
写
真
版
と
と
も
に
全
文
翻
刻
す
る
。（
改
行
を
／
で
示
し
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
、
丁
数
を
【　
】
で
記
し
た
）
炭
焼
藤
太
由
来
／
人
王
七
拾
四
代
鳥
羽
院
之
御
時
／
炭
焼
藤
太
と
云
人
先
祖
も
生
所
も
／
不
知
人
羽
州
村
山
郡
金
井
之
庄
／
宝
沢
村
之
山
家
に
住
給
ふ
渡
世
／
に
は
炭
を
焼
さ
か
ひ
白
岩
な
ど
へ
【
一
オ
】
／
持
出
し
売
給
ふ
然
所
に
天
仁
／
二
〈
巳
丑
〉
歳
（
一
字
分
判
読
不
能
、「 
」
と
読
め
る
）
藤
原
氏
中
将
姫
／
観
音
之
御
夢
相
を
受
給
ふ
遙
々
／
と
宝
沢
を
尋
下
り
炭
焼
藤
太
ニ
／
対
面
し
て
の
た
も
ふ
我
ハ
是
都
／
の
者
成
が
御
身
の
つ
ま
成
べ
き
と
清
水
【
一
ウ
】
／
観
音
の
御
告
に
て
遙
々
と
是
迄
尋
／
下
り
申
候
け
ふ
よ
り
し
て
御
身
ノ
つ
ま
な
り
／
と
そ
夫
婦
と
成
給
ふ
さ
れ
共
藤
太
貧
ニ
／
し
て
朝
夕
の
飯
た
へ
た
り
中
将
姫
是
／
を
か
な
し
み
給
ひ
て
都
よ
り
黄
金
一
／
枚
取
（
破
損
）
是
（
破
損
）
よ
ね
を
も
と
め
【
二
オ
】
／
来
り
給
ひ
と
て
渡
シ
給
ふ
藤
太
受
取
／
市
へ
出
給
ふ
処
に
国
分
寺
薬
師
の
／
辺
に
一
の
池
有
是
池
に
鴻
と
云
鳥
／
あ
ま
た
む
れ
居
た
り
藤
太
是
見
／
た
ま
へ
て
鴻
を
と
ら
は
や
と
思
ひ
ふ
と
／
こ
ろ
よ
り
く
た
ん
の
金
取
出
シ
鴻
に
【
二
ウ
】
／
打
付
給
ふ
是
金
鴻
に
ハ
不
当
シ
テ
水
／
底
に
沈
ミ
鴻
ハ
を
と
ろ
き
飛
さ
り
ぬ
／
藤
太
は
あ
き
れ
て
居
家
に
帰
り
た
も
ふ
／
姫
見
た
ま
へ
米
を
も
と
め
給
ふ
か
と
／
（「
思
」
を
「
と
」
で
上
書
）
ひ
け
れ
ハ
右
の
有
ま
し
語
り
け
れ
ハ
／
姫
は
聞
め
し
て
扨
も 
惜 
き
事
け
さ
【
三
オ
】
／
御
身
に
渡
シ
つ
ヨ
シ
る
物
ハ
黄
金
と
て
三
国
／
一
の
宝
な
り
と
の
た
ま
へ
ハ
藤
太
ハ
聞
／
た
ま
へ
御
身
の
渡
シ
つ
る
石
砂
ハ
我
か
／
山
屋
敷
に
ハ
わ
ら
打
石
ま
て
も
沢
山
に
／
有
と
の
た
も
ふ
姫
ふ
し
き
に
思
召
／
屋
敷
の
う
ち
を
見
た
ま
へ
ハ
藤
太
【
三
ウ
】
／
申
ニ
不
違
黄
金
み
ち
く
た
り
姫
／
あ
き
れ
て
ま
し
く
け
る
さ
れ
共
こ
と
く
／
く
取
給
ひ
夫
よ
り
富 
貴 
に
シ
て
年
月
／
を
送
り
給
へ
也
鴻
の
居
た
る
池
ヲ
其
キ
時
／
よ
り
鴻
の
池
と
号
ケ
今
に
云
伝
り
候
／
何
た
る 
旱
魃 
に
も
池
の
水
た
へ
た
カ
ン
バ
ツ
る
【
四
オ
】
／
事
な
し
其
後
藤
太
ハ 
崇 
徳
院
之
御
時
／
天
治
元
年
〈
甲
辰
〉
九
シ
ウ
月
廿
日
ニ
始
て
男
子
ヲ
／
も
ふ
け
給
ふ
名
ハ
吉
次
信
高
と
号
ス
／
近
衛
院
之
御
時
康
治
弐
年
〈
癸
亥
〉
六
月
／
十
二
日
（「
十
二
日
」
は
「
三
日
」
抹
消
の
右
に
訂
正
書
き
）
次
男
ヲ
産
た
も
ふ
名
を
吉
内
信
氏
／
と
号
同
御
時
久
安
元
年
〈
乙
丑
〉
七
月
【
四
ウ
】
／
十
九
日
ニ
三
男
を
産
給
ふ
名
を
ハ
吉
六
／
信
善
と
号
ス
此
三
人
子
供
成
長
し
て
／
都
に
登
り
帝
へ
宝
を
奉
捧
ハ
藤
太
長
者
／
信
高
と
官
位
を
給
懸
夫

金
銀
を
／
数
百
疋
ニ
付
さ
せ
毎
年
都
へ
登
り
商
／
事
数
度
不
知
此
事
奥
州
の
国
主
【
五
オ
】
／
土
御
門
と
崇
し
秀
平
入
道
聞
召
／
吉
次
召
れ
て
都
の
様
子
委
細
に
／
尋
給
ひ
て
被
仰
候
ハ
汝
ハ
都
の
様
子
能
／
知
た
る
間
何
と
そ
し
て
源
氏
の
義
／
朝
公
の
の
御
曹
氏
牛
若
君
鞍
馬
山
に
／
御
入
有
を
汝
御
供
い
た
し
下
れ
か
し
と
【
五
ウ
】
／
御
頼
有
ル
吉
次
畏
テ
御
受
い
た
し
急
／
都
へ
と
登
り
け
る
当
時
は
平
家
の
／
御
代
な
れ
ハ
人
に
あ
や
し
め
ら
れ
て
は
／
あ
し
か
り
な
ん
と
吉
次
か
下
部
に
ま
き
れ
／
て
奥
�
に
御
下
向
被
成
秀
平
ニ
御
対
面
／
有
ル
入
道
大
き
に
悦
ひ
吉
次
に
数
の
【
六
オ
】
／
引
出
物
給
り
宝
沢
へ
帰
る
其
後
牛
／
若
君
ハ
御
元
服
被
成
源
九
郎
義
経
／
と
名
乗
給
ふ
ま
た
吉
次
兄
弟
三
人
／
を
被
召
て
三
ノ
浜
ニ
て
六
千
町
之
所
を
下
／
永
代
御
判
頂
戴
仕
三
ノ
浜
へ
初
知
入
／
い
た
ス
宝
沢
ニ
居
給
ふ
長
者
夫
婦
家
を
【
六
ウ
】
／
ゆ
つ
る
へ
き
三
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人
の
子
供
ハ
三
ノ
浜
ニ
／
あ
り
け
れ
ハ
舎
を
つ
く
へ
き
子
の
な
き
／
事
を
な
け
き
夫
婦
諸
共 
代 
継 
子 
を
／
清
水
観
音
へ
願
給
ふ
ふ
し
き
や
／
藤
太
六
十
三
つ
ま
よ 
ツ 
キ
ハ
五
十
五
才
ニ
テ
男
子
を
／
産
給
ふ
名
を
ハ
藤
原 
貴 
藤
太
長
者
ト
【
七
オ
】
／
ノ
キ
号
則
藤
太
の
舎
を
つ
き
親
藤
太
／
八
十
三
ニ
て
往
生
し
給
ふ
貴
藤
太
／ 
歎 
之
な
け
キ
 
余 
住
吉
明
神
と
悦
山
号
は
／
わ
ら
打
石
を
か
た
と
り
石
宝
山
藤
太
寺
／
ト
号
ア
マ
リ
ス
則
藤
太
屋
敷
の
内
に
崇
置
／
母
の
中
将
姫
ハ
七
十
八
に
て
往
生
し
給
ふ
【
七
ウ
】
／
是
ハ
清
水
観
音
の
化
身
成
と
て
観
音
ニ
／
崇
後
山
に
立
給
ふ
貴
藤
太
長
者
ハ
／
山
形
宮
町
両
所
之
宮
大 
破 
に
及
し
／
を
建
立
い
た
し
た
る
ニ
よ
り
両
所
ハ
宮
／
五
月
之
祭
礼
に
ハ
み
つ
竹
ノ
子
ふ
き
／
と
こ
ろ
的
板
三
枚
納
六
月
祭
礼
に
も
【
八
オ
】
／
的
板
三
枚
納
一
枚
は
天
下
泰
平
御
礼
／
御
祈
祷
也
一
枚
ハ
国
主
之
御
祈
祷
一
／
枚
ハ
町
在
一
切
民
之
御
祈
祷
也
依
之
／
出
羽
守
義
光
公
よ
り
藤
太
寺
江
／
的
板
山
之
下
置
於
今
に
藤
太
寺
之
／
支
配
に
仕
候
其
上
義
光
公
よ
り
御
告
【
八
ウ
】／
被
成
候
通
り
慶
安
弐
年
之
時
御
朱
印
／
頂
戴
仕
候
藤
太
の
舎
惣
領
不
継
 
庶 
子 
／
貴
藤
太
継
来
ル
例
ニ
て
惣
而
宝
沢
／
在
家
の
者
迄 
庶 
子 
家
を 
継 
申
候
藤
太
そ 
し 
そ 
し 
ツ
／
代
よ
り
家
を 
壁 
に
不
致
又
将
由
（
一
字
判
読
不
能
）
の
／
物
を
い
た
さ
す
藤
太
カ
ベ
の
飛
松
と
て
三
か
へ
【
九
オ
】
／
斗
の
二
葉
ニ
五
葉
の
飛
付
一
枝
ニ
生
る
／
此
の
五 
葉 
の
松
ハ
寛
文
八
年
〈
戌
甲
〉
年
／
旱
魃
に
て 
枯 
候
得
共
木
ハ
尓
今
付
残
置
／
ヨ 
カ
レ
也
／
于
時
／
寛
延
三
〈
庚
午
〉
暦
／
七
月
十
一
日
／
此
主
（
数
字
分
墨
滅
の
う
え
右
に
「
は
の
」
と
傍
書
）【
九
ウ
】
　
こ
の
よ
う
に
、「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
に
し
て
は
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」
と
い
う
内
題
は
い
さ
さ
か
ふ
つ
り
あ
い
だ
が
、
破
れ
た
ら
し
い
表
紙
の
外
題
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
は
奥
書
の
存
在
を
含
む
、
以
下
に
述
べ
る
内
部
徴
証
よ
り
し
て
、
該
本
が
柳
田
国
男
が
「
炭
焼
長
者
譚
」
で
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
ば
ら
く
、
そ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。
四
　
実
は
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
に
関
し
て
は
、
異
本
と
も
称
す
べ
き
も
の
が
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
江
口
長
六
『
東
沢
郷
土
史
』（
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
））
が
載
せ
る
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
な
る
も
の
で
あ
る
。『
東
沢
郷
土
史
』
は
宝
沢
周
辺
の
手
書
き
の
地
誌
で
、
前
掲
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
な
ど
諸
資
料
か
ら
集
成
し
た
も
の
で
、
引
用
と
個
人
的
見
解
が
や
や
判
別
し
に
く
い
と
い
う
憾
み
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
、
東
沢
地
区
の
古
伝
承
を
知
る
う
え
か
ら
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
も
、
原
典
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
一
字
一
句
の
レ
ベ
ル
で
は
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
と
些
細
な
違
い
が
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
る
が
、
大
筋
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」
と
は
異
な
る
、
な
ん
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
た
の
は
、
特
に
後
半
部
で
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
母
中
将
姫
が
観
音
の
化
身
と
し
て
裏
山
に
祀
ら
れ
た
直
後
か
ら
、
試
み
に
終
わ
り
ま
で
を
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
か
ら
す
べ
て
挙
げ
て
み
る
。
喜
藤
太
長
者
ハ
山
形
宮
町
両
所
宮
大
破
の
時
と
て
五
月
の
祭
禮
に
は
筍
、
款
冬
、
的
板
三
枚
納
め
六
月
祭
礼
に
は
的
板
三
枚
納
め
一
枚
は
国
司
の
御
祈
祷
一
枚
ハ
天
下
泰
平
、
一
枚
ハ
町
在
一
切
民
家
の
御
祈
祷
な
り
と
ぞ
是
に
於
て
的
板
山
御
下
け
下
さ
れ
今
ニ
於
て
藤
太
の
後
裔
支
配
仕
り
候
其
上
家
老
公
よ
り
御
朱
印
御
下
附
下
さ
れ
藤
太
の
後
は
喜
藤
太
此
の
事
継
き
現
今
の
宝
崎
家
ハ
其
後
裔
な
り
と
云
ふ
喜
藤
太
の
代
に
は
下
り
松
と
て
三
階
ば
か
り
の
五
葉
の
松
あ
り
し
か
寶
文
八
年
の
旱
魃
に
て
枯
れ
た
り
し
も
其
木
は
後
に
至
り
て
も
其
侭
に
残
し
置
き
た
り
け
り
と
　
こ
の
と
お
り
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」
に
比
較
し
て
簡
明
で
「
寛
延
三
年
」
の
年
記
も
存
在
し
な
い
。
特
に
、「
依
之
出
羽
守
義
光
公
よ
り
…
物
を
い
た
さ
す
」（「
炭
焼
藤
太
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由
来
」）に
相
当
す
る
部
分
が
、「
是
に
於
て
…
宝
崎
家
ハ
其
後
裔
な
り
と
云
ふ
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
と
大
幅
に
食
い
違
う
（
現
在
も
住
吉
神
社
の
神
職
を
勤
め
る
宝
崎
家
へ
の
言
及
が
「
由
来
」
な
ら
ぬ
「
縁
起
」
と
い
う
書
名
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
た
だ
単
に
書
写
過
程
で
生
じ
た
と
い
う
よ
り
、
両
資
料
の
伝
流
経
路
に
相
応
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。「
炭
焼
藤
太
由
来
」
と
は
異
な
っ
て
、「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
は
『
東
沢
郷
土
史
』
を
と
お
し
て
そ
こ
そ
こ
の
影
響
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
山
形
県
立
山
形
東
高
等
学
校
で
編
纂
し
た
『
山
形
県
伝
説
集
・
総
合
編
』
は
主
に
文
献
資
料
か
ら
抜
粋
現
代
語
訳
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
集
で
あ
る
が
、
そ
こ
「
炭
焼
藤
太
（
山
形
市
東
沢
）」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
も
の
は
、『
東
沢
郷
土
史
』
の
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
だ
（
た
だ
し
内
容
的
に
は
藤
太
夫
婦
の
死
ま
で
だ
が
）。
た
と
え
ば
、
そ
の
前
半
で
池
に
い
る
水
鳥
を
「
つ
ぐ
み
」
と
特
定
す
る
こ
と
や
、
後
半
で
喜
藤
太
が
生
れ
た
の
を
中
将
姫
「
五
十
七
才
」
の
時
と
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
に
一
致
し
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」
の
記
述
と
は
齟
齬
す
る
。
　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
柳
田
披
見
の
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
で
あ
る
。「
寛
延
三
年
」
と
い
う
こ
と
で
は
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
に
、
ま
た
「
縁
起
」
と
い
う
こ
と
で
は
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
符
合
す
る
。
し
か
し
、
内
容
に
つ
い
て
の
些
細
な
状
況
証
拠
か
ら
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
判
断
は
く
だ
す
こ
と
が
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
数
少
な
い
手
が
か
り
と
は
、「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
に
使
わ
れ
た
二
語
（「
山
家
」「
鴻
」）
で
あ
る
。
ま
ず
「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
冒
頭
に
「
宝
沢
の
山
家
に
住
み
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
の
「
宝
沢
村
之
山
家
に
住
み
給
ふ
」
に
対
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
が
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
の
該
当
個
所
で
は
「
宝
沢
に
住
み
給
ふ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
水
鳥
に
つ
い
て
は
さ
き
に
も
少
し
ふ
れ
た
が
、「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
の
「
鴻
と
云
ふ
水
鳥
」
が
「
鶫
鳥
（
ツ
グ
ミ
）
と
い
ふ
野
鳥
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
で
は
な
く
「
鴻
と
云
鳥
」（「
炭
焼
藤
太
由
来
」）と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。「
鴻
」
は
雁
・
鴨
な
ど
の
水
鳥
で
も
大
型
の
も
の
を
指
す
言
い
方
で
、「
鶫
鳥
（
ツ
グ
ミ
）
と
い
ふ
野
鳥
」
と
は
明
確
に
異
な
る
。
こ
の
場
面
で
は
ツ
グ
ミ
の
方
が
、
い
さ
さ
か
不
自
然
で
さ
え
あ
る
（
前
掲
「
炭
焼
長
者
譚
」
で
は
「
鴻
」
に
「
く

ひ
」
と
ル
ビ
、
な
ら
ば
白
鳥
の
意
と
な
る
）。
　
か
く
し
て
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」・「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
の
後
日
談
に
相
当
す
る
部
分（
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
両
者
の
叙
述
内
容
に
は
相
応
の
開
き
が
あ
る
）
を
柳
田
は
引
用
し
て
は
い
な
い
が
、「
寛
延
三
年
に
出
来
た
と
云
ふ
縁
起
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
資
料
を
現
段
階
で
は
山
形
大
学
附
属
博
物
館
本
そ
の
も
の
と
断
じ
て
よ
い
と
考
え
る
。「
毎
年
五
月
五
日
吉
蔵
坊
よ
り
両
所
宮
へ
五
種
供
物
、
流
鏑
馬
の
的
板
を
献
す
」「
五
月
五
日
に
五
種
の
供
物
・
的
板
献
す
」（『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』）
の
記
事
が
「
五
月
の
祭
禮
に
は
筍
、
款
冬
、
的
板
三
枚
納
め
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
よ
り
「
五
月
の
祭
礼
に
ハ
み
つ
竹
ノ
子
ふ
き
と
こ
ろ
的
板
三
枚
納
」（「
炭
焼
藤
太
由
来
」）
の
方
に
類
縁
性
を
示
す
こ
と
か
ら
、
山
形
大
学
附
属
博
物
館
本
の
資
料
価
値
的
な
優
位
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
五
　
さ
て
以
上
、
山
形
大
学
附
属
博
物
館
蔵
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
の
書
誌
的
紹
介
を
か
ね
な
が
ら
、
柳
田
国
男
と
の
接
点
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
が
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
一
般
の
な
か
で
占
め
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
住
吉
神
社
は
現
在
も
山
形
市
上
宝
沢
に
鎮
座
し
て
お
り
、『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
に
「
宝
沢
村
は
山
内
に
て
、
奥
州
苅
田
嶽
の
麓
也
、
苅
田
嶽
口
に
て
宝
沢
村
と
称
せ
し
と
そ
」と
記
す
よ
う
に
蔵
王
信
仰
と
の
関
わ
り
が
深
い（
伊
藤
清
郎
「
蔵
王
信
仰
・
龍
山
信
仰
と
大
山
荘
」『
霊
山
と
信
仰
の
世
界 
― 
奥
羽
の
民
衆
と
信
仰 
―
』
一
九
九
七
・
三
）。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
あ
っ
た
別
当
寺
名
は
「
宝
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蔵
坊
」（『
山
形
石
ひ
ろ
い
』）
で
は
な
く
「
吉
蔵
坊
」（『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』）
で
あ
る
。「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
に
「
藤
太
の
後
は
喜
藤
太
此
の
事
継
き
現
今
の
宝
崎
家
ハ
其
後
裔
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
代
々
、
宝
崎
家
が
住
吉
神
社
の
神
職
を
務
め
て
き
て
お
ら
れ
、
現
在
の
ご
当
主
は
宝
崎
幸
雄
氏
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
宝
崎
幸
雄
氏
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
お
聞
き
し
た
範
囲
で
は
ど
う
も
住
吉
神
社
側
に
は
前
近
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
記
録
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
、
だ
と
す
れ
ば
寛
延
三
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
当
該
資
料
は
、『
山
形
石
ひ
ろ
い
』
や
『
山
形
風
流
松
木
枕
』
に
先
行
す
る
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
文
献
資
料
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
固
有
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
「
的
板
（
山
）」
に
言
及
し
た
後
日
談
的
末
尾
の
本
文
異
同
で
あ
ろ
う
が
、
住
吉
神
社
は
も
と
よ
り
月
山
鳥
海
山
両
所
宮
（
吉
事
宮
）
で
も
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
古
文
書
が
失
わ
れ
て
い
て
、
残
念
な
が
ら
前
掲
の
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』・『
山
形
石
ひ
ろ
い
』
以
上
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
山
形
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
こ
れ
に
負
け
ず
劣
ら
ず
重
要
な
問
題
は
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
で
藤
太
の
妻
を
「
中
将
姫
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
「
中
将
姫
」
が
そ
の
ま
ま
、
能
「
当
麻
」
な
ど
で
有
名
な
あ
の
「
中
将
姫
」
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実
は
現
在
、
住
吉
神
社
を
め
ぐ
る
伝
説
で
は
藤
太
妻
の
名
は
「
豊
丸
姫
」
と
し
て
流
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
言
い
伝
え
は
近
代
以
降
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
確
認
し
え
た
一
番
古
い
資
料
は
大
正
十
二
年
（
一
九
一
三
）
の
南
村
山
郡
役
所
（
編
）『
南
村
山
郡
誌
』
で
あ
る
。
そ
の
「
宝
沢
住
吉
神
社
」
の
項
に
は
往
古
炭
焼
藤
太
と
申
す
人
上
宝
沢
村
住
人
な
り
京
都
一
条
殿
よ
り
豊
丸
姫
と
号
す
姫
尋
ね
来
り
後
夫
婦
と
な
り
元
治
元
年
九
月
二
十
日
長
男
吉
治
信
高
誕
生
す
康
治
二
年
六
月
十
二
日
次
男
吉
内
信
氏
誕
生
久
安
元
年
七
月
十
九
日
吉
六
信
善
誕
生
其
後
奥
州
白
坂
に
て
三
子
熊
坂
の
為
め
に
死
す
嘉
応
元
年
四
月
豊
丸
姫
五
十
七
歳
に
て
四
男
喜
藤
太
信
正
誕
生
其
子
孫
は
今
の
宝
崎
家
な
り
藤
太
夫
婦
深
山
に
入
り
働
き
後
藤
太
は
八
十
三
歳
に
て
往
生
す
姫
は
其
後
七
十
八
に
て
往
生
す
と
あ
る
。「
元
治
元
年
」
と
い
う
よ
う
な
ミ
ス
プ
リ
（
？
）
や
、「
一
条
殿
」
と
い
う
設
定
も
初
見
で
は
あ
る
も
の
の
、「
豊
丸
姫
五
十
七
歳
に
て
四
男
喜
藤
太
信
正
誕
生
其
子
孫
は
今
の
宝
崎
家
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
の
記
事
と
の
微
妙
な
接
点
も
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
本
書
で
注
目
す
べ
き
は
、「
其
後
奥
州
白
坂
に
て
三
子
熊
坂
の
為
め
に
死
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
で
は
、
元
服
し
た
源
義
経
か
ら
吉
次
三
兄
弟
へ「
三
ノ
浜（
三
つ
の
濱
）」（
義
経
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
伊
予
国
か
、松
尾
剛
次
氏
か
ら
の
ご
示
教
）
の
「
六
千
町
」
が
下
さ
れ
た
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
の
ち
の
消
息
に
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
な
い
。
　
こ
こ
で
、
前
述
の
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
に
「
奥
州
白
坂
の
駅
皮
籠
村
と
て
、
吉
治
兄
弟
盗
賊
の
為
に
討
れ
し
所
な
り
迚
、
小
松
原
に
石
塔
有
、
吉
治
が
盗
賊
に
金
取
れ
し
橋
成
と
て
、
小
金
橋
と
云
ふ
あ
り
、
按
る
に
、
是
は
吉
治
の
弟
吉
内
云
に
や
」
と
割
注
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。「
吉
治
」
が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
展
開
は
い
さ
さ
か
唐
突
な
の
で
、「
按
る
に
、
是
は
吉
治
の
弟
吉
内
云
に
や
」
な
ど
と
考
証
し
て
い
る
が
、
三
兄
弟
が
「
奥
州
白
坂
の
駅
皮
籠
村
」
で
「
盗
賊
」
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
は
、
大
塚
高
之
『
東
奥
白
河
往
昔
之
記
』（
延
宝
三
年
（
一
九
七
八
））
に
記
さ
れ
て
お
り
、
在
地
で
は
早
く
か
ら
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
炭
焼
藤
太
由
来
」
成
立
よ
り
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
一
〇
〇
年
前
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
は
、『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
と
違
っ
て
、
三
兄
弟
遭
難
の
伝
承
か
ら
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
白
河
側
の
資
料
に
お
い
て
も
、
広
瀬
典
の
『
白
河
風
土
記
』
三
（
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
））
で
は
、「
羽
州
宝
沢
の
商
客
橘
次
信
高
兄
弟
」
が
「
藤
沢
某
」（『
義
経
記
』
に
登
場
す
る
藤
沢
入
道
か
）
一
味
に
襲
わ
れ
る
話
柄
へ
と
変
貌
す
る
。
こ
の
あ
た
り
に
、
東
北
地
方
の
い
く
つ
か
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
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説
が
、
白
河
で
の
三
兄
弟
客
死
説
話
に
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
る
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
冒
頭
に
予
告
し
た
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
も
っ
と
も
、『
南
村
山
郡
誌
』
に
お
い
て
白
河
の
盗
賊
は
「
熊
坂
（
長
範
）」
で
あ
っ
た
。
藤
沢
入
道
（『
義
経
記
』）
か
ら
熊
坂
長
範
（
幸
若
舞
曲
お
よ
び
能
の
「
烏
帽
子
折
」）
へ
、
あ
た
か
も
義
経
伝
説
の
展
開
と
見
合
う
か
の
よ
う
に
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
も
変
容
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
『
義
経
記
』
や
「
烏
帽
子
折
」
の
段
階
で
、
ま
だ
事
件
の
舞
台
は
白
河
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
前
掲
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
の
よ
う
に
「
奥
州
白
坂
の
駅
皮
籠
村
と
て
、
吉
治
兄
弟
盗
賊
の
為
に
討
れ
し
所
な
り
」
と
「
道
中
に
て
盗
賊
熊
坂
旅
宿
に
忍
入
事
」
と
を
区
別
す
る
記
述
は
き
わ
め
て
至
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
翻
っ
て
、「
豊
丸
姫
」
の
名
前
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
あ
い
か
わ
ら
ず
不
明
な
の
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
こ
の
よ
う
に
伝
説
が
文
学
や
芸
能
の
影
響
を
吸
収
し
、
言
わ
ば
肥
大
化
か
つ
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
の
な
か
で
胚
胎
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
　
ち
ょ
っ
と
回
り
道
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
さ
ら
に
「
中
将
姫
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
。
さ
き
ほ
ど
、
こ
こ
の
「
中
将
姫
」
は
説
話
や
芸
能
で
有
名
な
「
中
将
姫
」
で
は
な
か
ろ
う
、
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
が
、
実
は
両
者
の
関
係
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
山
形
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
は
現
行
の
い
わ
ゆ
る
民
話
集
に
も
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
女
性
の
名
を
豊
丸
姫
と
す
る
も
の
が
多
い
け
れ
ど
、「
中
将
姫
」
と
称
す
る
も
の
の
ほ
か
、
さ
ら
に
は
「
あ
ご
や
姫
」
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
『
山
形
の
と
ん
と
昔
』（
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
））
所
収
「
炭
焼
き
長
者
（
村
山
）」
で
は
、
藤
太
の
妻
を
「
中
将
姫
」
と
名
づ
け
て
お
り
、「
つ
ぐ
み
」
に
も
言
及
す
る
の
で
「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」
と
の
な
ん
ら
か
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
口
頭
伝
承
と
し
て
固
有
の
問
題
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、『
新
庄
の
む
か
し
ば
な
し
』（
昭
和
四
十
六
１
９
７
１
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
あ
ご
や
姫
」（
話
者
・
佐
藤
テ
ツ
エ
）
と
い
う
昔
話
の
方
で
あ
る
。
内
容
的
に
見
て
ゆ
く
と
、「
米
沢
」
あ
た
り
に
住
む
「
あ
ご
や
姫
」
が
神
の
お
告
げ
で
「
宝
沢
の
藤
太
」
に
嫁
入
り
し
黄
金
で
裕
福
に
な
る
と
い
う
前
半
は
、
い
さ
さ
か
の
違
い
は
見
せ
る
も
の
の
〈
炭
焼
長
者
〉
譚
と
捉
え
て
な
ん
ら
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
（
こ
こ
で
の
水
鳥
は
「
鴨
」
で
あ
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
話
の
後
半
は
二
人
の
息
子
「
吉
三
」「
吉
六
」
と
も
ど
も
藤
太
一
家
の
全
員
が
そ
ろ
っ
て
山
に
飛
ん
で
行
き
神
様
に
な
っ
し
ま
う
と
い
う
、
ま
る
で
お
伽
草
子
の
本
地
物
語
ふ
う
の
展
開
と
な
っ
て
終
わ
る
の
だ
（
こ
こ
に
「
吉
次
」
は
い
な
い
）。
も
と
よ
り
「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
に
あ
っ
て
も
、
最
後
は
神
仏
に
な
る
と
い
う
大
筋
は
同
じ
と
言
え
ば
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
あ
ご
や
姫
」
に
お
い
て
は
「
米
沢
」
な
ど
の
在
地
性
が
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
た
こ
と
で
、
口
承
文
芸
と
し
て
の
土
着
化
が
語
り
物
の
本
質
的
な
一
面
を
大
き
く
浮
上
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
た
い
。
さ
ら
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
の
昔
話
「
あ
ご
や
姫
」
で
は
「
は
づ
が
す
川
」
の
地
名
由
来
譚
を
も
記
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
こ
ま
で
来
て
、「
あ
ご
や
姫
」
や
「
は
づ
が
す
川
」
と
い
う
固
有
名
詞
か
ら
連
想
さ
せ
ら
れ
る
事
例
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
上
宝
沢
の
住
吉
神
社
か
ら
西
へ
数
キ
ロ
、
山
形
市
の
市
街
地
に
近
い
千
歳
山
万
松
寺
に
伝
わ
る
、
と
言
う
よ
り
歌
枕
〈
あ
こ
や
の
松
〉
に
ま
つ
わ
る
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
で
あ
る
。
　
前
近
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
山
形
市
千
歳
山
の
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
と
は
、
基
本
的
に
次
の
二
種
類
で
あ
る
（
菊
地
「
歌
枕
〈
あ
こ
や
の
松
〉
を
め
ぐ
る
在
地
伝
承
」『
古
代
の
東
北 
― 
歴
史
と
民
俗 
―
』
一
九
八
九
・
五
）。
Ａ　
奥
州
信
夫
郡
に
謫
居
し
た
公
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
阿
古
屋
姫
の
も
と
へ
、
夜
な
夜
な
男
が
通
っ
て
く
る
。
あ
る
晩
、
男
は
自
分
が
橋
木
と
し
て
明
日
切
ら
れ
る
松
の
精
で
あ
る
と
告
げ
、
伐
採
さ
れ
て
も
姫
の
手
伝
い
な
し
に
は
動
か
ぬ
と
言
う
。
翌
日
、
姫
の
手
助
け
で
倒
さ
れ
た
松
は
運
ば
れ
る
。
姫
の
遺
言
で
、
彼
女
の
墓
は
出
羽
の
千
歳
山
に
立
て
ら
れ
万
松
寺
が
創
建
さ
れ
る
。
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藤
原
豊
成
の
娘
で
中
将
姫
の
妹
に
あ
た
る
阿
古
屋
姫
は
、
父
の
流
罪
に
伴
い
、
出
羽
国
生
ま
れ
の
従
者
に
誘
わ
れ
て
千
歳
山
の
麓
に
隠
棲
す
る
。
し
か
し
、
間
も
な
く
風
邪
を
わ
ず
ら
い
姫
は
落
命
す
る
。
末
期
に
至
り
、
自
身
の
死
骸
を
千
歳
山
の
頂
上
に
葬
り
目
印
と
し
て
松
を
植
え
る
よ
う
に
遺
言
し
て
亡
く
な
る
。
　
Ａ
型
の
初
見
文
献
資
料
は
、
万
松
寺
か
ら
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
幕
府
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
「
書
上
（
指
上
書
）」
で
あ
り
、
Ｂ
型
で
の
上
限
は
例
の
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
十
・
中
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
献
的
な
限
界
は
十
八
世
紀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
代
の
い
わ
ゆ
る
民
話
集
で
は
、
Ａ
・
Ｂ
両
者
の
混
同
さ
れ
た
話
柄
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
Ａ
・
Ｂ
は
截
然
と
区
別
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
万
松
寺
縁
起
の
ス
タ
イ
ル
を
採
る
Ａ
は
、
昔
話
の
話
型
で
言
う
〈
木
霊
婿
入
譚
〉
に
相
当
す
る
も
の
で
、
直
接
に
は
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
と
の
交
渉
が
考
え
ら
れ
な
い
。
問
題
は
Ｂ
の
方
で
、
こ
の
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
が
「
中
将
姫
の
妹
」
― 
し
か
も
あ
の
文
学
作
品
で
有
名
な
「
藤
原
豊
成
の
娘
」
た
る
「
中
将
姫
」
の 
― 
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
伝
承
上
で
の
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
と
「
中
将
姫
」
と
の
交
錯
は
、
さ
き
の
『
新
庄
の
む
か
し
ば
な
し
』
の
「
あ
ご
や
姫
」
な
ど
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
し
か
し
、「
は
づ
が
す
川
」（『
新
庄
の
む
か
し
ば
な
し
』）を
も
考
慮
に
入
れ
て
く
る
と
、事
態
は
さ
ら
に
紛
糾
化
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
と
言
う
の
は
、〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
に
は
そ
の
亜
種
と
も
称
す
べ
き
〈
は
づ
か
し
川
〉
伝
説
な
る
も
の
も
存
在
す
る
か
ら
だ
。
Ｃ　
千
歳
山
の
麓
に
隠
遁
し
た
阿
古
屋
姫
が
水
に
脛
の
映
る
の
を
嫌
い
躊
躇
し
た
の
で
、
以
来
そ
の
川
を
恥
川
と
呼
ぶ
。
一
説
に
、
藤
原
実
方
の
娘
で
あ
る
中
将
姫
が
渡
河
を
た
め
ら
っ
た
故
と
も
言
う
。
　
Ｃ
型
も
『 
補
出
羽
国
風
土
略
記
』
が
記
録
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
一
説
」
は
す
で
に
「
書
上
（
指
上
書
）」
で
も
言
及
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
Ｃ
型
で
さ
き
に
予
想
し
た
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
と
「
中
将
姫
」
と
の
交
錯
が
事
実
確
認
で
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
互
換
の
中
身
と
は
「
藤
原
豊
成
の
娘
」
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
別
の
「
藤
原
実
方
の
娘
」
を
媒
介
と
し
て
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
二
人
の
「
中
将
姫
」（
藤
原
豊
成
女
・
藤
原
実
方
女
）
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
の
「
藤
原
氏
中
将
姫
」
も
こ
の
伝
承
の
ゆ
ら
ぎ
と
無
関
係
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
Ａ
型
伝
説
で
も
後
世
の
資
料
で
は
父
親
の
名
が
藤
原
豊
充
（
光
）
と
さ
れ
て
く
る
。
七
　
「
あ
ご
や
姫
」（『
新
庄
の
む
か
し
ば
な
し
』）
の
よ
う
な
伝
承
を
前
近
代
の
文
献
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
の
「
藤
原
氏
中
将
姫
」
が
口
頭
伝
承
の
世
界
で
流
伝
す
る
時
、
そ
れ
が
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
に
も
な
り
う
る
と
い
う
事
実
は
（
万
一
そ
れ
が
ま
っ
た
く
後
代
的
現
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
き
わ
め
て
重
大
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
言
う
の
も
、
こ
の
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
と
の
接
点
が
さ
ら
な
る
問
題
を
呼
び
寄
せ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
　
本
稿
冒
頭
の
引
用
に
該
当
す
る
記
事
が
見
ら
れ
な
い
が
、
柳
田
国
男
は
東
北
地
方
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
と
し
て
宮
城
県
金
成
町
の
事
例
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
も
詳
細
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
本
稿
と
の
最
低
限
の
関
わ
り
か
ら
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
の
『
炭
焼
藤
太
史
』
と
い
う
資
料
の
存
在
で
あ
る
（
大
島
建
彦
「
炭
焼
藤
太
事
蹟
」『
西
郊
民
俗
』
一
九
七
五
・
六
）。
実
際
、
ど
れ
だ
け
流
布
し
た
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
て
も
貞
享
年
間
に
版
本
と
し
て
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
が
出
回
っ
た
事
実
そ
れ
自
体
が
注
目
さ
れ
る
。そ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
は
、「
京
師
公
卿
三
条
盛
実
乃
女
お
こ
や
の
前
」は
「
清
水
の
観
音
」
の
お
告
げ
で
「
奥
州
栗
原
の
里
三
の
迫
畑
村
の
産
」
の
「
藤
太
」
と
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結
婚
し
「
橘
治
橘
内
橘
六
」
を
も
う
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
こ
こ
で
の
水
鳥
は
「
雁
鴨
」）。「
藤
太
」
の
妻
を
「
お
こ
や
の
前
」
と
す
る
の
は
、
菅
江
真
澄
の
『
か
す
む
こ
ま
が
た
・
続
』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
））
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
柳
(
田
国
男
「
立
烏
帽
子
考
」 
『
神
を
助
け
た
話
（
炉
辺
叢
書
４
）』
一
九
二
〇
・
二
）
な
ど
に
く
わ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、「
お
こ
や
」
も
ま
た
「
あ
こ
や
」
と
同
様
、
い
ず
れ
巫
女
的
な
性
格
の
強
い
人
名
と
見
て
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
　
と
こ
ろ
で
、『
炭
焼
藤
太
史
』
と
山
形
の
〈
炭
焼
藤
太
〉・〈
あ
こ
や
姫
〉
両
伝
説
と
の
具
体
的
な
接
点
は
単
に
人
名
の
み
で
は
な
い
。『
炭
焼
藤
太
史
』
の
次
の
記
事
は
、
〈
は
づ
か
し
川
〉
伝
説
と
も
明
ら
か
に
符
合
し
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
お
こ
や
の
前
畑
へ
下
り
給
ひ
し
時
、
折
し
も
雨
降
り
川
水
増
し
け
れ
ば
、
小
褄
を
お
さ
へ
越
え
し
と
て
、
此
の
川
を
小
褄
川
と
い
ふ
。
　
現
行
の
〈
は
づ
か
し
川
〉
伝
説
の
多
く
は
、
父
を
訪
ね
て
き
た
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
ま
た
は
「
中
将
姫
」
が
あ
ら
れ
も
な
い
自
分
の
容
姿
を
水
鏡
に
映
し

恥
ず
か
し
い

と
思
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
語
り
口
を
や
や
マ
イ
ル
ド
に
し
た
改
変
で
あ
っ
て
、
も
と
は
Ｃ
型
の
資
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
着
物
の
裾
か
ら
素
足
が
見
え
た
と
い
う
い
さ
さ
か
性
的
な
話
柄
で
あ
ろ
う
（
そ
の
意
味
で
現
代
の
も
の
で
も
さ
き
の
『
新
庄
の
む
か
し
ば
な
し
』
な
ど
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、『
炭
焼
藤
太
史
』
が
「
小
褄
を
お
さ
へ
越
え
」
た
ゆ
え
に
「
小
褄
川
」
と
名
づ
け
た
の
は
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
に
引
い
た
柳
田
の
言
う
「
岩
代
信
夫
郡
の
平
沢
」
の
伝
説
で
も
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
志
田
正
徳
『
信
達
一
統
志
』
八
に
よ
れ
ば
、「
耻
川
」（
藤
太
妻
の
名
は
不
詳
）
が
あ
っ
て
相
互
の
交
渉
を
窺
わ
せ
て
い
る
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
ま
た
他
日
を
期
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
と
「
お
こ
や
の
前
」、「
恥
川
」
と
「
小
褄
川
」
― 
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
を
媒
介
と
し
た
山
形
・
宮
城
両
県
に
ま
た
が
る
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
の
具
体
的
交
流
を
想
像
さ
せ
る
。
成
立
年
代
と
し
て
は
宮
城
県
側
の
文
献
資
料
が
先
行
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
を
も
っ
て
ど
ち
ら
の
伝
説
が
古
い
も
の
か
は
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
は
、〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
と
陰
に
陽
に
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
宮
城
県
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
と
は
異
な
り
、「
あ
こ
や
」
の
名
を
も
っ
ぱ
ら
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
が
担
い
、
宝
沢
の
藤
太
妻
は
「
中
将
姫
」
か
ら
「
豊
丸
姫
」
へ
と
独
自
の
変
貌
を
遂
げ
え
た
の
で
あ
る
。
結
　
以
上
、
本
稿
で
は
山
形
市
宝
沢
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
資
料
と
し
て
は
最
古
の
、
山
形
大
学
附
属
博
物
館
蔵
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
の
紹
介
を
か
ね
な
が
ら
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
　
そ
の
結
果
、
現
在
「
豊
丸
姫
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
藤
太
の
妻
が
「
炭
焼
藤
太
由
来
」（「（
別
説
）
炭
焼
藤
太
之
縁
起
」）
で
は
「
中
将
姫
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
で
千
歳
山
の
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
を
媒
介
に
宮
城
県
金
成
町
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
と
も
呼
応
し
て
く
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。
残
念
な
が
ら
、「
中
将
姫
」
か
ら
「
豊
丸
姫
」
へ
変
貌
す
る
過
程
に
「
阿
古
屋
（
あ
こ
や
）
姫
」
が
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
資
料
的
に
は
不
明
だ
が
、
断
片
的
な
が
ら
、
隣
接
す
る
上
山
市
の
〈
炭
焼
藤
太
〉
伝
説
「
藤
太
と
阿
古
耶
姫
」（『
山
形
・
村
山
地
方
の
伝
説
』
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））
で
は
「
阿
古
耶
姫
の
父
藤
原
豊
光
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
Ａ
型
の
〈
あ
こ
や
姫
〉
伝
説
と
接
点
を
持
つ
事
実
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
に
関
し
て
は
、
か
な
り
重
要
な
「
流
鏑
馬
の
的
板
」
に
つ
い
て
の
比
較
材
料
が
な
く
、
問
題
の
残
さ
れ
た
感
は
否
め
な
い
が
、
も
う
一
点
、
本
稿
中
で
ふ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。
そ
れ
は
「
炭
焼
藤
太
由
来
」
に
、「
渡
世
に
は
炭
を
焼
さ
か
ひ
白
岩
な
ど
へ
持
出
し
売
給
ふ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
宝
沢
の
炭
焼
藤
太
が
「
渡
世
」
に
「
さ
か
ひ
（
寒
河
江
？
）
白
岩
」
ま
で
行
っ
た
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
民
話
集
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
途
中
に
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は
藤
森
稲
荷
（
山
形
市
緑
町
）
や
休
み
石
・
鍋
掛
松
（
東
村
山
郡
中
山
町
）
な
ど
、
現
在
で
も
伝
説
関
連
の
旧
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
中
将
姫
」
と
い
う
名
称
と
は
異
な
り
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
「
白
岩
」
へ
の
行
商
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、〈
炭
焼
長
者
〉
譚
と
鉱
物
資
源
と
の
関
連
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
想
像
を
誘
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
く
わ
し
い
こ
と
は
不
明
と
言
う
ほ
か
な
い
。
【
付
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
人
文
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
「
交
易
・
交
流
か
ら
み
た
出
羽
の
歴
史
文
化 
― 
山
形
の
地
域
特
性
の
歴
史
的
形
成
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究 
―
」
の
メ
ン
バ
ー
（
岩
田
浩
太
郎
・
三
上
喜
孝
・
松
尾
剛
次
）
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
有
益
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
特
に
、
岩
田
氏
に
は
資
料
解
読
に
際
し
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
住
吉
神
社
の
宝
崎
幸
雄
氏
か
ら
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、「
炭
焼
藤
太
由
来
」
に
つ
い
て
は
、
山
形
大
学
附
属
博
物
館
の
高
橋
加
津
美
氏
か
ら
の
情
報
提
供
が
な
け
れ
ば
ま
っ
た
く
知
り
え
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
、
改
め
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
と
、
写
真
掲
載
な
ら
び
に
本
文
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
山
形
大
学
附
属
博
物
館
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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The Legend of “Touta the Charcoal Roaster”  
in Houzawa, Yamagata city:
  An Introduction of “The Origin of Touta 
the Charcoal Roaster,” a Treasure of The Museum of 
Yamagata University
KIKUCHI  Hitoshi
（Professor, Asian Culture，Cultural System Course）
　The Legend of “The Millionaire Charcoal Roaster” is widely distributed in our country, and it 
emerges as a particular version of “Touta the Charcoal Roaster” in the Tohoku district with some 
original developments.
　In this article, we introduce “The Origin of Touta the Charcoal Roaster,” a treasure of The 
Museum Yamagata University, and present a historical analysis of a version that has come down 
around Sumiyoshi Shrine in Houzawa, Yamagata City.
　Our analysis suggests that the version in question is historically associated with the legend of 
“Lady Akoya” that has been passed on at Bansho Temple, Mount Chitose in Yamagata City, and 
consequently its derivation has relevance to another version of the legend of Kannari-cho in Miyagi 
Prefecture.
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